
報告 
第８６号 

平成28年7月 

 

甲州市教育委員会 

☎32‐5076 

上
条 

全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
協
議
会

全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
協
議
会

全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
協
議
会

総
会
・
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た

総
会
・
研
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に
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し
ま
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総
会
・
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
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五
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
の
三
日
間
に
わ
た
り
石

川
県
加
賀
市
で
行
わ
れ
た
、
平
成
二
十
八
年
度
全
国
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
協
議
会
の
総
会
と
研
修
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
は
重
伝
建
を
擁
す
る
全
国
九
十

一
市
町
村
が
加
盟
し
て
お
り
、
今
回
の
協
議
会
に
は
六
十

五
市
町
村
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
石
川
県
に
は
八
地
区

の
重
伝
建
が
あ
り
、
本
年
度
の
協
議
会
開
催
地
と
な
っ
た

加
賀
市
に
は
「
加
賀
東
谷
」
と
「
加
賀
橋
立
」
の
二
地
区

が
あ
り
ま
す
。
研
修
で
は
こ
の
二
地
区
を
視
察
し
た
ほ

か
、
職
員
研
修
で
は
各
地
区
の
現
状
や
課
題
、
事
例
の
意

見
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
号
で
は
、
こ
の
加
賀
市
に
あ
る
二
地
区
の
重
伝
建
を

ご
紹
介
し
ま
す
。 
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県
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賀
市

石
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県
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市

石
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加
賀
東
谷
（
か
が
ひ
が
し
た
に
） 

 
 

 

種 
 

別 

山
村
集
落 

 
 

 

選
定
告
示 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
九
日 

 

加
賀
東
谷
は
、
四
つ
の
集
落
か
ら
な
る
保
存
地
区
で

す
。
江
戸
時
代
に
は
炭
役
が
課
さ
れ
て
藩
の
御
用
炭
す
べ

て
を
生
産
し
、
明
治
時
代
に
入
る
と
炭
役
や
禁
木
制
度
が

解
か
れ
、
需
要
の
増
大
に
伴
い
炭
焼
き
が
盛
ん
に
な
り
ま

し
た
。
昭
和
三
十
年
代
に
石
油
、
ガ
ス
、
電
気
が
普
及
す

る
ま
で
製
炭
が
経
済
を

支
え
、
保
存
地
区
の
四

集
落
に
は
豊
な
山
林
や

集
落
間
の
つ
な
が
り
を

示
す
河
川
と
と
も
に
歴

史
的
環
境
が
良
好
に
残

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

保
存
地
区
は
、
大
き

な
切
妻
屋
根
に
煙
出
し

を
設
け
、
赤
瓦
で
葺
い

た
農
家
が
集
ま
っ
て
景

観
の
特
徴
を
な
し
て
い

ま
す
。 

金沢市金沢市金沢市   

・東山ひがし・東山ひがし・東山ひがし   

・主計町・主計町・主計町   

・卯辰山麓・卯辰山麓・卯辰山麓   

・寺町台・寺町台・寺町台   

輪島市黒島地区輪島市黒島地区輪島市黒島地区   

白山市白峰白山市白峰白山市白峰   

 加賀市で協議会が開催され、加

賀橋立と加賀東谷の現地視察が行

われました。 

石川県の重伝建地区（八地区） 

特定物件（主屋） 

修理された特定物件（主屋） 

特定物件を資料館として利活用 

資料館の内観（梁他化粧材に漆が塗

られている） 

カフェに改修した蔵 

カフェの内観 

 

東
谷
に
は
平
成
二
十
年
に
発
足
し
た
「
ひ
が
し
た
に
地
区

保
存
会
」
が
あ
り
、
広
報
活
動
や
祭
り
の
実
施
、
耕
作
放
棄

地
の
再
生
、
直
売
所
の
運
営
、
自
然
体
験
教
室
の
開
催
、
地

区
内
の
環
境
整
備
、
古
民
家
の
活
用
な
ど
多
種
多
様
な
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
四
つ
の
集
落
の
交
流
と
地
区
の
保
存
や
次

世
代
へ
の
継
承
を
図
り
、
交
流
人
口
と
定
住
人
口
の
増
加
に

繋
が
る
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

そば店として改修した民家 

宿として改修した民家 
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※
申
込
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・
文
化
財
課
ま
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三
二-

五
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七
六
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落
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上
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落
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日 
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七
月
二
十
四
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
前
十
時
～
正
午 

 
 

集
合
場
所 

 

福
蔵
院
駐
車
場 

 
 

 

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い 

 
 

 

※
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い 

加
賀
橋
立
（
か
が
は
し
た
て
） 

 
 

種 
 

別 

船
主
集
落 

 
 

選
定
告
示 

平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
七
日 

 

加
賀
橋
立
は
、
近
世
前
半
ま
で
は
茅
葺
民
家
が
建
ち
並
ぶ

半
農
半
漁
の
集
落
で
し
た
が
、
十
八
世
紀
半
ば
か
ら
北
前
船

の
船
主
や
船
頭
、
船
乗
り
な
ど
北
前
船
に
か
か
わ
る
人
々
が

居
住
す
る
よ
う
に
な
り
発
展
し
た
集
落
で
す
。
集
落
の
人
口

は
次
第
に
増
え
、
十
九
世
紀
に
入
る
と
橋
立
特
有
の
切
妻
造

妻
入
瓦
葺
の
、
従
来
か
ら
比
べ
る
と
格
段
に
規
模
の
大
き
な

「
橋
立
北
前
船
主
型
」
の
家
が
誕
生
し
ま
し
た
。
汽
船
や
鉄

道
輸
送
が
発
達
し
た
た
め
、
北
前
船
は
明
治
後
半
か
ら
衰
退

し
ま
し
た
が
、
現
在
、
加
賀
船
立
に
は
北
前
船
主
や
船
頭
た

ち
の
豪
壮
な
建
物
が
数
多
く
残
っ
て
お
り
、
か
つ
て
の
栄
華

を
偲
ば
せ
ま
す
。 

●
北
前
船
と
は
… 

 

江
戸
時
代
後
半
か
ら

明
治
時
代
に
か
け
て
活

躍
し
た
商
船
の
こ
と

で
、
大
阪
か
ら
日
本
海

を
北
上
し
北
海
道
ま
で

を
往
復
し
て
、
商
品
を

売
買
し
、
莫
大
な
富
を

得
て
い
ま
し
た
。 

●
橋
立
集
落
の
民
家 

 

赤
い
瓦
屋
根
と
外
壁

の
縦
板
張
り
が
特
徴

で
、
特
に
外
壁
の
板
張

り
は
潮
風
か
ら
家
を
守
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
使
用

さ
れ
る
板
材
は
船
板
を
虫
食
い
か
ら
守
る
た
め
に
外
側
に
張

ら
れ
て
い
た
板
を
再
利
用
し
た
も
の
で
す
。 

橋立集落の民家（重文） 

付属屋（蔵の外壁も縦板張り） 

修理された蔵 

資料館として公開されている民家 

資料館の内観（化粧材漆塗り） 

笏谷石が石垣の他、擁壁などに使用されている 

地元の大学生による説明と研究成果の

披露 

外壁や板塀の落ち着いた色のなかにあ

る屋根瓦の赤色が印象的 

保存地区のすぐ北が海岸 


